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エチオピア連邦民主共和国におけるマールブルグ病に係る注意喚起について（周知依頼） 

 

 

平素より感染症対策の推進につきまして、御理解と御協力を賜り誠にありがとうござい

ます。 

令和７年１１月１４日、エチオピア連邦民主共和国においてマールブルグ病の発生が 

確認されました。同日時点で９例の症例が報告されており、厚生労働省はマールブルグ 

病について情報収集、情報提供及び各検疫所を通じた空港等における海外渡航者に対す 

る注意喚起を行うこととなりました。 

これを受けて、厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課より、別添の 

とおり、旅行業関係団体及び空港会社等を通じた海外渡航者への注意喚起に係る協力依 

頼がありました。 

マールブルグ病は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１ 

０年法律第１１４号）第６条第２項第６号に規定された一類感染症で、同法第１２条に 

より、感染を診断した医師は都道府県知事等に対して患者の氏名等を届け出るととも 

に、当該都道府県知事等は届出の内容を厚生労働大臣に報告しなければならないことと 

されております。このため、エチオピア連邦民主共和国に滞在している間や、同国から 

帰国後に疑わしき症状が出現した場合には、早期に医療機関を受診し、適切な診断及び 

治療を受けることが重要です。 

つきましては、各都道府県におかれましては、本件について御周知いただけますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

【別添】 

・（別添）厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課事務連絡 

「エチオピア連邦民主共和国におけるマールブルグ病に係る注意喚起について」 
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エチオピア連邦民主共和国におけるマールブルグ病に係る注意喚起について 

 

 

 

令和７年11月14日、エチオピア連邦民主共和国においてマールブルグ病の発生が確

認されました。同日時点で、同国南エチオピア州ジンカ町にて９例のマールブルグ病

の症例が報告されています。 

アフリカでのマールブルグ病の発生は散発的で、これまでに赤道ギニア共和国、タ

ンザニア連合共和国、ガーナ共和国、ギニア共和国、ウガンダ共和国、アンゴラ共和

国、コンゴ民主共和国、ケニア共和国、南アフリカ共和国及びルワンダ共和国で発生

が確認されていますが、エチオピア連邦民主共和国では今回初めて確認されました。 

エチオピア連邦民主共和国に滞在している間や、同国から入国後、疑わしい症状が

出現した場合には、早期に医療機関を受診し、適切な診断及び治療を受けることが重

要です。 

厚生労働省は本件について、引き続き情報収集を実施し、必要に応じて情報提供を

行うとともに、各検疫所を通じて空港等においても、エチオピア連邦民主共和国でマ

ールブルグ病が発生している旨を記載したポスター（別添１、２）を掲示すること等

によって、 

 

・ エチオピア連邦民主共和国への渡航者に対し、マールブルグ病の発生及び流行の

状況並びに必要な注意事項について、情報提供すること 

・ エチオピア連邦民主共和国に渡航又は滞在したことがある者に対し、入国の際に

体調に異常がある場合は、検疫官への自己申告を促すこと 

 

について、海外渡航者への注意喚起を行っていただくよう依頼しているところです。 

つきましては、旅行業関係団体及び空港会社等を通じて海外渡航者に対して広く注

意喚起いただきますよう御協力の程よろしくお願いします。 



主な症状

この病気に対する確立された治療法やワクチンは、今のとこ

ろありません。流行地域や動物（特にコウモリ）に近づかないこ

とが重要です。

感染した人の血液や体液、これらに汚染された可能性のある

もの、動物（死体を含む）に触らないでください。

検疫所ホームページ FORTH

https://www.forth.go.jp/index.html

詳しくは
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厚生労働省検疫所

FORTH マールブルグ病

発生中!

エ チ オ ピ ア において

３～10日の潜伏期間のあと、
突然の高熱、頭痛、筋肉痛、発疹、
咽頭痛などに続き、嘔吐、下痢が
現れ、重症化すると中枢神経症状
や体のいろいろな部分からの出血
を生じ、死に至ることもあります。
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エチオピア
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別添１

現地に渡航された方で気になる症状がある方は、検疫官にご相談ください。



There is currently no established treatment or 
vaccine for this disease. It is important to avoid 
outbreak areas and animals (especially bats).
Do not touch the blood or body fluids of 
infected persons, objects that may be 
contaminated, or animals (including carcasses).

Quarantine Station HP FORTH→ → →
For more 
details

Quarantine Station, Ministry of Health, Labour and Welfare
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In Southern 

Ethiopia Region, 

Jinka Town, 

cases have 

been reported. 

After an incubation period 
of 3 to 10 days, symptoms
include sudden high fever, 
headache, muscle pain, rash, and 
throat pain, followed by vomiting 
and diarrhea,  and in severe cases, 
central nervous system symptoms 
and bleeding from various parts of 
the body, can lead to death.
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別添２

https://www.forth.go.jp/index.html

If you have any concerning symptoms after traveling 
to this region, please consult a quarantine officer.
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